
一
、
は
じ
め
に

江
戸
時
代
に
お
い
て
化
物
た
ち
が
大
勢
登
場
す
る
「
化
物
尽
く
し
」
の
草

双
紙
は
、
長
い
期
間
に
亙
っ
て
途
絶
え
る
こ
と
な
く
製
作
さ
れ
て
お
り
、
人

気
の
あ
る
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

「
化
物
尽
く
し
」
と
は
、
ア
ダ
ム
・
カ
バ
ッ
ト
が
定
義
し
た
も
の
で
あ
る
。

カ
バ
ッ
ト
に
よ
る
と
、

①
外
題
あ
る
い
は
文
章
の
な
か
で
「
ば
け
も
の
」
と
い
う
言
葉
が
見
ら

れ
る
こ
と
。

②
全
体
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
通
し
て
化
物
が
主
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

③
い
く
つ
か
の
違
う
種
類
の
化
物
が
登
場
す
る
こ
と
。

④
化
物
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
の
な
か
に
、
当
時
の
読
者
が
す
で
に
化
物
と

認
識
し
て
い
る
も
の
（
見
越
入
道
・
三
つ
目
入
道
・
大
入
道
・
ろ
く
ろ

首
・
一
つ
目
小
僧
・
豆
腐
小
僧
・
雨
降
小
僧
・
河
童
〈
川
太
郎
〉・
雪

女
〈
雪
姫
〉・
狸
・
狐
・
猫
又
・
青
鷺
・
五
位
鷺
・
獺
・
貉
・
土
蜘
蛛

・
も
も
ん
が
〈
あ
〉・
天
狗
・
産
女
・
大
腕
・
大
足
・
山
男
・
女
の
首

・
大
奴
・
鬼
・
鬼
女
・
般
若
・
油
嘗
め
・
山
あ
ら
し
・
座
頭
・
山
姥
・

（
�
）

火
の
玉
）
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

の
四
つ
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
草
双
紙
の
こ
と
で
、
現
在
検
討
で
き
る
作

品
は
赤
本
が
三
点
、
黒
本
・
青
本
が
三
十
点
、
黄
表
紙
が
六
十
六
点
あ
る
。

化
物
尽
く
し
の
草
表
紙
の
本
格
的
な
研
究
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
始
ま

る
。
加
藤
康
子
、
神
田
邦
彦
、
波
か
お
り
ら
は
、
同
人
研
究
誌
『
叢
』
誌
上

で
、
化
物
尽
く
し
の
草
双
紙
の
全
体
的
な
流
れ
も
視
野
に
入
れ
て
考
察
し
て

い
る
。
近
年
の
代
表
的
な
研
究
者
で
あ
る
ア
ダ
ム
・
カ
バ
ッ
ト
は
『
江
戸
化

（
�
）

物
の
研
究

草
双
紙
に
描
か
れ
た
創
作
化
物
の
誕
生
と
展
開
』
で
全
体
像
を

見
る
こ
と
に
よ
っ
て
わ
か
る
特
徴
を
考
察
し
、
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
中
で

黄
表
紙
か
ら
始
ま
る
新
し
い
趣
向
の
一
つ
に
「
人
間
（
大
通
）
に
か
な
わ
ぬ

化
物
」
が
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
化
物
た
ち
が
自
分
た
ち
よ
り
も
う
ま
く
化

け
た
り
す
る
人
間
に
は
か
な
わ
な
い
、
と
自
ら
勝
手
に
負
け
を
認
め
て
逃
げ

る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
化
物
と
人
間
の
立
場
の
交
錯
、
人
間
の
化
物
化

が
見
て
と
れ
る
。
そ
の
他
、
黄
表
紙
か
ら
始
ま
っ
た
趣
向
で
は
な
い
が
「
化

化
物
尽
く
し
の
黄
表
紙
に
み
ら
れ
る
�
人
間
の
化
物
化
�
に
つ
い
て

池

田

幸

織一
〇
九



物
見
立
て
」
で
も
人
間
の
化
物
化
が
み
ら
れ
る
。

�
人
間
の
化
物
化
�
に
特
化
し
た
研
究
は
管
見
で
は
見
当
た
ら
な
い
が
、

（
�
）

（
�
）

野
口
武
彦
『
江
戸
百
鬼
夜
行
』、
香
川
雅
信
『
江
戸
の
妖
怪
革
命
』、
ア
ダ
ム

（
�
）

・
カ
バ
ッ
ト
『
も
も
ん
が
あ
対
見
越
入
道

江
戸
の
化
物
た
ち
』、
門
脇
大

（
�
）

「
江
戸
の
見
立
化
物
│
『
古
今
妖
物
狐
心
学
』、
心
学
の
化
物
」
の
中
に
言
及

が
あ
っ
た
。

従
来
、
化
物
尽
く
し
の
草
双
紙
の
全
体
的
な
流
れ
は
ア
ダ
ム
・
カ
バ
ッ
ト

を
筆
頭
に
研
究
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
、
化
物
像
の
描
か

れ
方
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、�
人
間
の
化
物
化
�
の
詳
し
い

言
及
は
な
い
。
と
り
わ
け
、
黄
表
紙
に
特
化
し
た
�
人
間
の
化
物
化
�
に
つ

い
て
詳
述
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。
そ
の
た
め
本
論
文
で
は
化
物
尽
く
し
の
黄

表
紙
に
対
象
を
絞
り
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
�
人
間
の
化
物
化
�
や
そ
の
要
因

に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

二
、
人
間
の
化
物
化
と
は
何
か

ま
ず
、
ア
ダ
ム
・
カ
バ
ッ
ト
が
黄
表
紙
作
品
を
ま
と
め
た
「
化
物
尽
く
し

（
�
）

の
一
覧
表
」
を
参
考
に
し
、「
人
間
に
か
な
わ
ぬ
化
物
」「
化
物
見
立
て
」
の

趣
向
が
含
ま
れ
て
い
る
作
品
を
抽
出
し
た
。
以
下
の
十
七
作
品
で
あ
る
。
画

（
�
）

作
者
・
刊
行
年
等
の
記
述
に
つ
い
て
は
『
黄
表
紙
総
覧
』
の
記
述
に
よ
っ

た
。
翻
刻
の
あ
る
も
の
は
そ
の
書
名
等
を
記
し
、
翻
刻
が
な
い
も
の
は
、
所

蔵
先
を
記
し
、
原
本
の
画
像
に
よ
り
解
読
し
た
。

・『
化
物
箱
根
先
』（
鳥
居
清
長
画
・
安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
・『
化
物
箱

（
�
）

根
の
先
（
珍
獣
の
館
文
庫
）K

indle

版
』）

・『
怪
談
豆
人
形
』（
文
渓
堂
作
、
鳥
居
清
経
画
・
安
永
八
（
一
七
七
九
）
年

（

）

・『
黄
表
紙
百
種
』）

・『
大
強
化
羅
敷
』（
青
楼
白
馬
作
、
北
尾
政
演
画
・
安
永
八
（
一
七
七
九
）

年
・
東
京
都
立
中
央
図
書
館
）

・『
怪
物
昼
寝
鼾
』（
市
場
通
笑
作
、
鳥
居
清
長
画
・
安
永
九
（
一
七
八
〇
）

年
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
）

・『
化
物
鼻
が
挫
』（
市
場
通
笑
作
、
鳥
居
清
長
画
・
天
明
元
（
一
七
八
一
）

年
・
東
京
都
立
中
央
図
書
館
）

・『
作
意
妖
恐
懼
感
心
』（
北
尾
政
美
画
・
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
・
国
立

国
会
図
書
館
）

・『（
化
物
）
御
家
髭
松
明
』（
南
杣
笑
楚
満
人
作
、﹇
北
尾
重
政
画
﹈・
天
明

四
（
一
七
八
四
）
年
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
）

・『
嘘
無
箱
根
先
』（
七
珍
万
宝
作
、
歌
川
豊
国
画
・
寛
政
元
（
一
七
八
九
）

年
・
国
立
国
会
図
書
館
）

・『
化
物
夜
更
顔
見
世
』（
桜
川
慈
悲
成
作
、
歌
川
豊
国
画
・
寛
政
三
（
一
七

九
一
）
年
・
国
立
国
会
図
書
館
）

・『
怪
物
徒
然
草
』（
山
東
京
伝
作
・
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
・『
山
東
京

（

）

伝
全
集
』
第
三
巻
）

・『
小
□
雨
見
越
松
毬
』（
曲
亭
馬
琴
作
、﹇
北
尾
重
政
画
﹈・
寛
政
八
（
一
七

（

）

九
六
）
年
・『
駒
沢
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
四
号
）

・『（
御
子
様
方
御
好
ニ
附
）
怪
席
料
理
献
立
』（
望
月
窓
秋
輔
作
・
寛
政
八

（
一
七
九
六
）
年
・
国
立
国
会
図
書
館
）

一
一
〇



・『
化
物
大
閉
口
』（
南
杣
笑
楚
満
人
作
、
歌
川
豊
国
画
・
寛
政
九
（
一
七
九

七
）
年
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
）

・『
化
物
大
和
本
草
』（
山
東
京
伝
作
、
葛
飾
北
斎
画
）・
寛
政
十
（
一
七
九

（

）

八
）
年
・『
山
東
京
伝
全
集
』
第
四
巻
）

・『（
三
角
雪
婦
焼
酎
狐
火
）
腹
皷
臍
噺
曲
』（
式
亭
三
馬
作
、
歌
川
豊
国
画

・
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
・
国
立
国
会
図
書
館
）

・『
武
家
物
奇
談
』（
馬
鹿
山
人
花
道
作
、
歌
川
豊
国
画
・
享
和
二
（
一
八
〇

二
）
年
・
国
立
国
会
図
書
館
）

・『
怪
談
摸
摸
夢
字
彙
』（
山
東
京
伝
戯
作
、﹇
北
尾
重
政
画
﹈・
享
和
三
（
一

（

）

八
〇
三
）
年
・『
山
東
京
伝
全
集
』
第
五
巻
）

（
一
）
人
間
の
化
物
化
の
分
類

本
節
で
は
化
物
た
ち
は
何
を
怖
が
っ
て
い
る
の
か
、
人
間
の
何
を
化
物
と

（

）

見
立
て
て
い
る
の
か
に
焦
点
を
あ
て
る
。
対
象
作
品
中
に
み
ら
れ
る
人
間
の

化
物
化
を
変
化
（
化
け
様
）、
退
治
、
知
恵
・
技
術
、
気
質
、
勘
違
い
の
五

つ
に
分
類
し
た
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
例
を
あ
げ
な
が
ら
内
容
を
み
て

い
く
。

ま
ず
「
変
化
（
化
け
様
）」
の
具
体
例
を
あ
げ
る
と
、『
怪
物
昼
寝
鼾
』
で

は
「
化
物
は
素
人
が
上
手
に
て
」
と
し
、「
三
十
振
り
袖
四
十
島
田
、
衣
を

脱
い
で
医
者
と
み
せ
、
女
形
が
悪
形
と
な
り
、
敵
役
が
愁
嘆
、
色
男
が
半
道

│
」
と
、
若
作
り
や
坊
さ
ん
が
医
者
に
変
装
す
る
こ
と
、
役
者
が
真
逆
の
役

を
演
じ
る
こ
と
な
ど
の
例
を
あ
げ
人
間
の
方
が
化
け
る
の
が
得
意
だ
と
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
変
化
（
化
け
様
）」
は
人
間
が
行
う
上
手
な
変
化
・

変
装
に
化
物
た
ち
が
負
け
て
い
る
場
面
を
分
類
し
て
い
る
。

次
に
「
退
治
」
の
具
体
例
を
あ
げ
る
。『
化
物
箱
根
先
』
で
は
「
鼠
ば
か

り
と
り
食
ら
い
し
に
石
見
銀
山
を
食
い
し
鼠
ゆ
え
大
食
傷
を
す
」
と
石
見
銀

山
と
い
う
殺
鼠
剤
で
狐
は
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
化
物
た
ち
が
食
い
逃
げ

し
た
所
を
捕
ま
え
ら
れ
て
い
る
。『
怪
物
昼
寝
鼾
』
で
は
狸
が
町
へ
行
き
歩

い
て
い
る
と
、
も
も
ん
じ
屋
で
人
間
が
猪
肉
や
鹿
肉
の
吸
い
物
を
食
べ
て
い

る
の
を
見
て
狸
は
怖
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
退
治
」
に
は
、
力
技
の

化
物
退
治
に
近
い
よ
う
な
実
際
に
や
ら
れ
て
し
ま
う
恐
怖
を
感
じ
て
い
る
も

の
を
分
類
し
て
い
る
。

三
つ
目
に
「
知
恵
・
技
術
」
の
具
体
例
を
あ
げ
る
。『
怪
席
料
理
献
立
』

で
は
、
見
世
物
に
登
場
す
る
三
本
足
の
娘
（
化
物
）
が
義
足
を
つ
け
た
四
本

足
の
お
七
（
人
間
）
に
か
な
わ
な
い
と
逃
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
人
間
の

「
知
恵
・
技
術
」
に
か
な
わ
な
い
と
感
じ
て
い
る
も
の
を
分
類
し
て
い
る
。

四
つ
目
に
「
気
質
」
の
具
体
例
を
あ
げ
る
。『
化
物
大
閉
口
』
で
は
花
魁

の
手
練
手
管
な
様
子
が
千
手
観
音
の
よ
う
に
描
か
れ
、
化
物
た
ち
は
恐
ろ
し

が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
気
質
」
に
は
人
間
の
性
格
的
な
部
分
や
行
動

を
怖
が
っ
た
り
、
化
物
と
見
立
て
て
い
る
も
の
を
分
類
し
て
い
る
。
化
物
見

立
て
を
趣
向
と
し
た
作
品
で
は
画
自
体
も
化
物
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
も

の
が
多
い
。

最
後
に
「
勘
違
い
」
の
具
体
例
を
あ
げ
る
。『
小
□
雨
見
越
松
毬
』
で
は

勘
違
い
す
る
の
は
化
物
た
ち
で
は
な
く
臆
病
な
人
間
の
嘉
三
郎
で
あ
る
。
酒

屋
の
小
僧
と
髪
を
降
ろ
し
た
乳
母
を
豆
腐
小
僧
と
産
女
に
見
間
違
え
て
恐
怖

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
勘
違
い
か
ら
化
物
に
見
立
て
て
い
る
も
の
を
分
類

化
物
尽
く
し
の
黄
表
紙
に
み
ら
れ
る
�
人
間
の
化
物
化
�
に
つ
い
て

一
一
一



し
て
い
る
。

以
上
、
五
つ
に
分
類
し
た
作
品
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
が

【
グ
ラ
フ
１
】
で
あ
る
。
前
半
期
、『
怪
物
昼
寝
鼾
』（
安
永

九
）
ま
で
は
「
変
化
（
化
け
様
）」
や
「
退
治
」
に
怖
が
っ

て
い
る
化
物
た
ち
が
多
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
中
期
に
入

り
、『
作
意
妖
恐
懼
感
心
』（
天
明
三
）
か
ら
人
間
の
気
質
を

化
物
に
見
立
て
る
こ
と
が
は
じ
ま
り
、『
嘘
無
箱
根
先
』（
寛

政
元
）
以
降
は
人
間
の
化
物
化
が
多
様
化
し
て
い
く
。
そ
し

て
後
半
期
に
な
る
と
「
化
物
見
立
て
」
の
趣
向
が
多
く
な
っ

て
い
く
に
伴
い
人
間
の
気
質
を
化
物
に
見
立
て
た
も
の
が
大

半
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。

三
、
鬼
と
人
間

本
章
で
は
鬼
が
登
場
す
る
黄
表
紙
を
対
象
と
し
、
化
物
と

比
べ
て
人
間
に
敵
わ
な
い
と
感
じ
る
部
分
に
差
異
が
あ
る
の

か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

（

）

『
黄
表
紙
総
覧
』
を
参
考
に
「
鬼
退
治
」「
鬼
退
治
譚
」

「
鬼
」「
鬼
ヶ
島
」「
酒
呑
童
子
」「
茨
城
童
子
」「
桃
太
郎
」

な
ど
を
趣
向
と
す
る
作
品
か
ら
、
人
間
に
敵
わ
な
い
描
写
や

人
間
の
化
物
化
が
あ
る
作
品
を
抽
出
し
、
以
下
の
十
四
作
品

を
選
定
し
た
。

・『
光
明
千
矢
前
』（
鳥
居
清
満
画
・
安
永
四
（
一
七
七
五
）

グラフ 1 人間の化物化の分類別登場数

一
一
二



（

）

年
・『
語
文
（
日
本
大
学
）』
一
六
一
巻
）

・『
風
流

桃
太
郎
手
柄
話
』（
不
明
・
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
・
東
京
都

立
中
央
図
書
館
）

・『
朝
比
奈
嶋
渡
』（
富
川
吟
雪
画
・
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
・
国
立
国
会

図
書
館
）

・『
桃
太
郎
後
日
噺
』（
朋
誠
堂
喜
三
二
作
、
恋
川
春
町
画
・
安
永
六
（
一
七

（

）

七
七
）
年
・『
黄
表
紙
百
種
』）

・『
大
鉞
御
存
知
荒
事
』（
富
川
吟
雪
画
・
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
・
立
命

館
Ａ
Ｒ
Ｃ
）

・『
桃
太
郎
か
ん
こ
の
鳥
』（
富
川
吟
雪
画
・
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
・
東

京
都
立
中
央
図
書
館
）

・『
気
散
夢
物
語
』（
朋
誠
堂
喜
三
二
作
・
安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
・『
渋

（

）

谷
近
世
』
一
七
巻
）

・『
鬼
子
宝
』（
鳥
居
清
長
画
・
天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
・『
語
文
（
日
本

（

）

大
学
）』
一
六
一
巻
）

・『
頼
光
邪
魔
入
』（
唐
来
参
和
作
、
北
尾
政
美
画
・
天
明
五
（
一
七
八
五
）

（

）

年
・『
唐
来
三
和
（
シ
リ
ー
ズ
江
戸
戯
作
）』）

・『
桃
太
郎
昔
日
記
』（
北
尾
政
美
画
・
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
・
東
京
都

立
中
央
図
書
館
）

・『
山
入
桃
太
郎
昔
噺
』（
菊
舟
画
・
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
・
東
京
都
立

中
央
図
書
館
）

・『
猿
尻
金
平
牛
芳
』（
桜
川
慈
悲
成
作
、
歌
川
豊
国
画
・
寛
政
五
（
一
七
九

三
）
年
・
東
京
都
立
中
央
図
書
館
）

・『
初
宝
鬼
島
台
』（
十
返
舎
一
九
作
、
北
尾
重
政
画
・
享
和
三
（
一
八
〇

三
）
年
・
東
京
都
立
中
央
図
書
館
）

・『
昔
話
桃
太
郎
伝
』（
南
杣
笑
楚
満
人
作
、
樹
下
石
上
画
）・
文
化
二
（
一

八
〇
五
）
年
・
立
命
館
Ａ
Ｒ
Ｃ
）

（
一
）「
鬼
」
が
登
場
す
る
黄
表
紙
と
化
物
尽
く
し
の
黄
表
紙
比
較

鬼
を
題
材
と
し
た
黄
表
紙
の
中
で
の
人
間
の
化
物
化
は
『
桃
太
郎
後
日

噺
』
の
嫉
妬
に
狂
い
角
が
生
え
た
お
福
（
気
質
・
化
物
見
立
て
）、『
鬼
子

宝
』『
桃
太
郎
昔
日
記
』『
山
入
桃
太
郎
昔
噺
』
で
鬼
た
ち
が
厄
払
い
や
豆
を

投
げ
ら
れ
た
こ
と
、
毒
団
子
を
食
わ
さ
れ
た
こ
と
（
全
て
退
治
）
の
四
点
の

み
だ
っ
た
。
化
物
と
鬼
で
は
人
間
に
敵
わ
な
い
と
思
う
理
由
の
種
類
に
大
き

く
差
が
あ
る
。
前
章
で
分
類
し
た
よ
う
に
化
物
た
ち
は
幅
広
い
理
由
で
人
間

に
敵
わ
な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
鬼
た
ち
は
相
撲
や
殺
戮
な
ど
種
類
は
あ
れ

ど
も
全
作
品
で
力
技
に
敵
わ
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

ど
ん
な
人
間
に
敵
わ
な
い
の
か
を
み
る
と
、
桃
太
郎
が
七
点
、
源
頼
光
と

四
天
王
が
三
点
、
朝
比
奈
、
怪
童
丸
、
彦
七
（『
太
平
記
』
の
登
場
人
物
）、

厄
払
い
が
一
点
ず
つ
あ
る
。
化
物
た
ち
は
特
定
の
豪
傑
に
退
治
さ
れ
る
の
と

同
様
に
普
通
の
人
間
に
か
な
わ
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
鬼
た
ち
は
『
鬼

子
宝
』
を
の
ぞ
く
十
三
点
が
豪
傑
に
や
ら
れ
て
お
り
、
対
峙
す
る
人
間
の
種

類
が
限
ら
れ
て
い
る
。
話
の
主
役
も
豪
傑
た
ち
で
、
彼
ら
は
主
体
的
に
鬼
退

治
に
向
か
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
鬼
が
豪
傑
に
よ
っ
て
力
技
で
退
治
さ
れ

る
傾
向
は
、
黒
本
青
本
の
化
物
退
治
談
に
見
ら
れ
る
傾
向
に
近
い
。
ア
ダ
ム

・
カ
バ
ッ
ト
は
化
物
尽
く
し
の
黒
本
青
本
の
二
／
三
を
占
め
て
い
た
化
物
退

化
物
尽
く
し
の
黄
表
紙
に
み
ら
れ
る
�
人
間
の
化
物
化
�
に
つ
い
て

一
一
三



治
談
の
趣
向
は
黄
表
紙
に
続
い
て
い
る
と
し
つ
つ
も
、
最
も
異
な
る
部
分
は

人
間
が
積
極
的
に
化
物
退
治
を
し
な
い
こ
と
だ
と
い
う
。
黄
表
紙
の
「
人
間

（
大
通
）
に
か
な
わ
ぬ
化
物
」
の
趣
向
で
は
、
焦
点
が
化
物
に
移
っ
て
お
り

（

）

化
物
が
自
ら
勝
手
に
負
け
を
認
め
る
場
合
が
多
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
黒
本
青
本
の
特
徴
に
近
い
一
方
で
、
化
物
尽
く
し
に
比
べ
る
と
少
な
い

（

）

が
、
鬼
が
逃
げ
る
絵
柄
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
黒
本
青
本
に
は
見
ら
れ

ず
、
黄
表
紙
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
桃
太
郎
昔
日
記
』

で
は
桃
太
郎
に
退
治
さ
れ
る
が
殺
さ
れ
ず
に
鬼
た
ち
が
逃
げ
る
描
写
が
描
か

れ
て
い
る
。

こ
こ
で
鬼
の
黄
表
紙
に
人
間
の
化
物
化
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
理

由
を
考
察
し
た
い
。
筆
者
は
①
話
の
視
点
が
豪
傑
（
人
間
）
側
に
あ
り
、
豪

傑
が
主
体
的
に
異
界
に
鬼
退
治
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
と
②
登
場
す
る
化
物

（
鬼
）
の
種
類
が
少
な
い
こ
と
の
二
つ
が
原
因
だ
と
考
え
る
。
化
物
尽
く
し

の
黄
表
紙
で
は
化
物
た
ち
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
彼
ら
は
住
処
で
あ
る
箱
根

の
先
か
ら
江
戸
へ
と
出
て
く
る
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
江
戸
で
暮
ら
す
様
々

な
人
間
を
見
て
、
か
な
わ
な
い
と
勝
手
に
負
け
を
認
め
る
。
す
な
わ
ち
、
舞

台
を
人
間
の
世
界
に
置
き
、
化
物
た
ち
の
視
点
を
通
し
て
人
間
社
会
を
み
る

こ
と
で
人
間
の
化
物
化
は
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
豪
傑
（
人

間
）
の
視
点
を
通
し
て
異
界
で
の
退
治
を
描
く
鬼
の
黄
表
紙
は
化
物
尽
く
し

と
は
真
逆
に
あ
た
り
、
実
際
に
や
ら
れ
る
恐
怖
を
化
物
に
与
え
る
「
退
治
」

に
分
類
さ
れ
る
も
の
以
外
の
人
間
の
化
物
化
は
生
じ
が
た
い
と
考
え
ら
れ

る
。ま

た
鬼
の
黄
表
紙
で
は
、
豆
ま
き
や
嫉
妬
を
角
が
生
え
た
鬼
に
見
立
て
る

な
ど
鬼
に
関
連
す
る
化
物
化
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
と
同
様
に
、
化
物
尽
く
し

の
黄
表
紙
で
も
見
越
入
道
が
高
下
駄
を
履
い
た
人
間
に
見
越
さ
れ
た
り
、
狐

が
夜
鷹
の
若
作
り
と
い
う
化
け
様
に
驚
い
た
り
と
化
物
の
得
意
分
野
で
比
較

を
し
、
人
間
に
か
な
わ
な
い
と
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、

人
間
の
化
物
化
の
種
類
は
登
場
す
る
化
物
の
数
に
比
例
す
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
鬼
が
登
場
す
る
黄
表
紙
と
化
物
尽
く
し
の
黄
表
紙
の
比
較
か
ら
得

ら
れ
た
二
点
は
、
人
間
の
化
物
化
が
生
じ
る
根
本
に
あ
た
る
も
の
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

四
、
人
間
の
化
物
化
の
流
れ
に
つ
い
て
の
考
察

本
章
で
は
、
化
物
尽
く
し
の
黄
表
紙
に
み
ら
れ
る
人
間
の
化
物
化
は
な
ぜ

そ
の
よ
う
な
流
れ
に
な
っ
た
の
か
背
景
に
つ
い
て
考
察
を
し
て
い
く
。

（
一
）
大
通
の
流
行
廃
り

前
半
で
は
大
通
に
か
な
わ
な
い
と
す
る
作
品
や
人
間
の
化
物
化
の
種
類
は

「
変
化
」
や
「
退
治
」
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
人
間
の
化
物
化
の
種

類
が
多
様
化
す
る
の
は
、
大
通
の
流
行
廃
り
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。「

大
通
」
は
安
永
六
年
頃
か
ら
流
行
し
た
も
の
で
、
富
貴
で
派
手
、
文
化

を
牽
引
す
る
粋
の
代
表
で
あ
る
。
し
か
し
安
永
末
年
頃
か
ら
そ
う
し
た
大
通

の
ば
か
ら
し
さ
に
対
す
る
反
省
や
批
判
、
ま
た
戯
作
者
た
ち
の
自
ら
が
真
の

通
人
や
大
通
で
あ
る
と
い
う
自
信
か
ら
「
大
通
と
は
」
を
め
ぐ
る
通
論
議
が

一
一
四



流
行
し
理
念
と
し
て
の
通
へ
の
反
省
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
通
の
意
識

は
豊
か
な
知
識
を
ひ
け
ら
か
さ
な
い
、
控
え
め
な
態
度
こ
そ
通
で
あ
る
と
変

化
し
、
天
明
期
に
は
大
通
で
は
な
く
通
と
い
う
言
葉
が
新
し
い
意
味
を
持
っ

（

）

て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
天
明
末
期
に
は
通
の
文
学
へ
の
反
省
が
起

こ
り
、
戯
作
は
従
来
の
滑
稽
性
の
回
復
へ
と
向
か
っ
た
。
水
野
稔
は
そ
う
し

た
反
省
が
そ
の
後
の
洒
落
本
な
ど
に
か
な
り
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
と
し
、

京
伝
の
『
繁
千
話
』『
傾
城
買
四
十
八
手
』（
寛
政
二
）
を
例
に
あ
げ
て
「
特

殊
な
事
実
の
う
が
ち
な
ど
へ
の
目
を
そ
ら
し
て
、
人
間
や
人
間
関
係
一
般
の

（

）

類
型
的
観
察
や
描
写
へ
の
大
き
な
開
眼
を
示
し
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

次
に
「
大
通
」
と
い
う
語
が
黄
表
紙
に
現
れ
た
数
を
比
較
す
る
と
【
グ
ラ

（

）

フ
２
】
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
大
通
と
い
う
語
が
安
永
・
天
明

期
に
流
行
し
黄
表
紙
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
結
果

は
先
に
述
べ
た
よ
う
な
作
者
た
ち
の
通
意
識
の
変
化
や
大
通
た
ち
が
寛
政
の

改
革
に
よ
っ
て
社
会
的
地
位
を
失
っ
て
い
た
こ
と
も
影
響
が
大
き
い
と
考
え

ら
れ
る
。

『
怪
談
豆
人
形
』（
安
永
八
）
か
ら
『
嘘
無
箱
根
先
』（
寛
政
元
）
ま
で
は

大
通
に
か
な
わ
な
い
こ
と
や
大
通
を
目
指
す
こ
と
を
趣
向
と
す
る
作
品
が
刊

行
さ
れ
て
お
り
、
大
通
の
流
行
と
概
ね
合
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

れ
ら
の
作
品
の
中
で
は
、
大
通
は
野
暮
な
化
物
た
ち
と
対
置
さ
れ
る
存
在
で

あ
っ
た
。
前
半
の
作
品
で
は
化
物
が
人
間
の
「
変
化
」
や
「
退
治
」
な
ど
に

恐
れ
る
描
写
よ
り
も
化
物＝

野
暮
そ
れ
に
対
す
る
の
は
大
通
で
あ
る
と
い
う

意
識
や
大
通
を
目
指
す
過
程
な
ど
が
重
要
な
要
素
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
『
嘘
無
箱
根
先
』
以
後
の
作
品
に
な
る
と
、
大
通
で
は
な
く
市
井
の

グラフ 2 大通という言葉が登場する黄表紙の数変化

化
物
尽
く
し
の
黄
表
紙
に
み
ら
れ
る
�
人
間
の
化
物
化
�
に
つ
い
て

一
一
五



様
子
や
普
通
の
人
間
を
化
物
化
す
る
傾
向
が
多
い
。

こ
の
よ
う
に
通
の
意
識
、
戯
作
者
達
の
反
省
や
大
通
の
社
会
的
地
位
の
喪

失
に
よ
り
「
大
通
」
と
い
う
存
在
が
廃
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
奇
性
や
流

行
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
っ
た
黄
表
紙
に
大
通
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
少
な
く
な
り
、
①
そ
も
そ
も
趣
向
の
一
つ
で
あ
る
物
語
の
重
要
な
要

素
が
無
く
な
っ
た
。
そ
の
穴
を
埋
め
る
よ
う
に
②
普
通
の
人
間
や
類
型
を
描

く
こ
と
に
焦
点
が
移
り
、
登
場
す
る
化
物
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
と
比
較
し

な
が
ら
人
間
を
化
物
化
す
る
こ
と
で
、
化
物
化
の
多
様
化
に
繋
が
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

（
二
）
寛
政
の
改
革
が
与
え
た
影
響

後
半
に
な
る
と
、
今
ま
で
主
人
公
で
あ
っ
た
化
物
た
ち
が
登
場
し
な
い

「
化
物
見
立
て
」
の
趣
向
が
増
え
、
人
間
の
気
質
を
化
物
と
し
て
滑
稽
に
描

い
た
も
の
が
多
く
な
る
。「
化
物
見
立
て
」
の
趣
向
増
加
の
一
因
と
し
て
、

寛
政
の
改
革
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
は
佐
藤
至
子
『
江
戸
の
出
版
統
制：

弾
圧
に
翻
弄
さ
れ
た
戯
作
者
た

（

）

（

）

ち
』『
山
東
京
伝
│
滑
稽
洒
落
第
一
の
作
者
│
』
を
参
考
に
黄
表
紙
へ
の
影

響
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

寛
政
の
改
革
は
天
明
七
年
か
ら
寛
政
五
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
寛
政
二
年
五
月
に
は
享
保
七
年
の
出
版
条
目
を
元
に
規
制
の
範
囲
を
拡

大
し
た
町
触
（
出
版
統
制
）
が
出
さ
れ
、
草
双
紙
も
規
制
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
当
時
、
黄
表
紙
は
鎌
倉
時
代
な
ど
昔
の
時
代
に
置
き
換
え
て
当
世
の

こ
と
を
不
謹
慎
に
書
い
た
も
の
で
、
多
数
の
大
人
の
読
者
を
獲
得
す
る
読
み

物
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
草
双
紙
は
子
供
の
読
み
物
と
い
う
建
前
が
あ
っ

た
の
で
、
子
供
向
け
の
作
品
で
あ
れ
ば
咎
め
な
い
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

寛
政
三
年
に
は
、
黄
表
紙
や
洒
落
本
界
を
牽
引
す
る
存
在
に
な
っ
て
い
た
京

（

）

伝
の
洒
落
本
三
冊
が
見
せ
し
め
の
よ
う
に
絶
版
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
佐
藤

は
京
伝
の
作
品
に
限
ら
ず
寛
政
の
改
革
を
は
さ
ん
で
作
品
が
大
き
く
変
質
し

て
い
っ
た
と
し
、
改
革
の
影
響
に
よ
り
教
訓
を
取
り
込
み
、
以
前
の
よ
う
に

限
ら
れ
た
内
輪
の
仲
間
た
ち
で
楽
し
む
も
の
か
ら
大
衆
が
楽
し
め
る
も
の
へ

変
化
し
て
い
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
頃
の
新
た
な
黄
表
紙
の
作
風

に
つ
い
て
、
鈴
木
俊
幸
は
京
伝
の
黄
表
紙
や
版
元
の
蔦
屋
重
三
郎
の
動
き
を

元
に
「
新
た
な
作
風
を
歓
迎
し
た
『
今
日
の
見
物
』」
に
向
け
て
新
た
に
開

発
し
て
い
っ
た
も
の
が
「
教
訓
を
平
易
に
絵
解
き
す
る
よ
う
な
作
品
群
」
で

（

）

は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
寛
政
の
改
革
の
影
響
を
踏
ま
え
る
と
佐
藤
や
鈴
木
が
対
象
と
し

た
作
品
と
は
異
な
る
が
、
化
物
尽
く
し
の
黄
表
紙
で
も
大
衆
向
け
や
教
訓
を

取
り
込
む
こ
と
が
意
識
さ
れ
、
そ
れ
が
気
質
の
化
物
見
立
て
と
結
び
つ
き
増

加
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
『
化
物
大
和
本
草
』（
寛
政
十
）
で
は
、
強
欲
な
人
を
「
利
欲
の

鳥
」
に
見
立
て
て
い
る
。
そ
し
て
「
中
有
に
迷
ひ
苦
し
む
」
事
に
な
る
た
め

「
こ
の
鳥
に
な
ら
ぬ
や
う
に
心
掛
け
給
へ
」
と
強
欲
さ
を
諫
め
て
い
る
。
そ

し
て
最
後
に
は
「
怪
し
き
を
見
て
怪
し
ま
ざ
れ
ば
、
怪
し
き
事
な
し
と
い
へ

る
古
語
を
思
へ
ば
、
み
な
我
が
心
の
迷
ひ
な
り
。
た
ゞ
人
の
心
の
妖
怪
ほ
ど

恐
ろ
し
き
は
な
し
。
皆
の
子
供
衆
、
と
か
く
心
の
化
物
を
退
治
す
べ
し
。
合

（

）

点
か
�
�
。」
と
締
め
く
く
る
。『
怪
談
摸
摸
夢
字
彙
』（
享
和
三
）
で
は
、

一
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最
初
に
「
リ
ツ
シ
ン
ベ
ン
ニ
マ
ヨ
フ
ト
カ
キ
テ
バ
ケ
モ
ノ
ト
ヨ
ム
化
物
ト
ミ

（

）

ル
ハ
オ
ホ
カ
タ
心
ノ
迷
ナ
リ
」
と
作
者
が
作
っ
た
虚
字
の
解
説
で
教
訓
を
説

き
、
本
編
で
は
人
間
の
気
質
を
化
物
に
見
立
て
戒
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
心
の
迷
い
が
化
物
を
生
み
出
す
と
い
う
教
訓

を
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
流
行
し
て
い
た
心
学
を
取
り
入
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

心
学
と
は
石
田
梅
岩
を
祖
と
し
儒
教
を
根
本
と
し
て
神
道
・
仏
教
を
融
合

し
、
民
衆
の
多
く
に
親
し
ま
れ
る
形
態
で
平
易
に
説
い
た
庶
民
教
育
で
あ

る
。
儒
教
を
根
本
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
幕
府
の
正
学
で
あ
る
朱
子
学
と
抵

触
し
な
か
っ
た
た
め
、
寛
政
の
改
革
下
で
大
流
行
し
て
い
た
。
寛
政
二
年
に

は
山
東
京
伝
の
心
学
の
教
訓
を
盛
り
込
ん
だ
『
心
学
早
染
艸
』
が
大
ヒ
ッ
ト

（

）

し
、
そ
の
後
も
心
学
を
盛
り
込
ん
だ
作
品
は
多
く
刊
行
さ
れ
た
。

心
学
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
化
物
に
つ
い
て
、
門
脇
は
、

二
つ
の
系
統
に
大
別
で
き
る
。
一
つ
は
人
の
恐
怖
心
が
あ
り
も
し
な
い

化
物
を
誕
生
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
人
の
心
情
や

行
動
を
化
物
に
見
立
て
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
両
者
は
厳
密

（

）

に
区
別
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
と
も
に
述
べ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
種
類
の
心
学
書
に
お
け
る
化
物
は
、
日
々
の
暮
ら

し
に
お
け
る
教
訓
を
述
べ
る
と
い
う
意
図
で
書
か
れ
て
い
る
。
化
物
見
立
て

の
黄
表
紙
が
述
べ
て
い
る
教
訓
は
、
こ
れ
ら
の
心
学
を
通
し
た
化
物
・
怪
異

へ
の
見
方
と
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
一
方
で
、
黄
表
紙
の
化
物

見
立
て
の
作
品
に
は
文
字
絵
や
洒
落
言
葉
か
ら
作
り
出
し
た
化
物
な
ど
娯
楽

性
が
高
く
教
訓
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
場
面
が
含
ま
れ
て
い
た
り
、
洒
落
や
地

口
も
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
心
学
を
通
し
た
化
物
・
怪
異
へ
の
見
方

を
利
用
し
な
が
ら
も
心
学
書
の
よ
う
に
か
し
こ
ま
っ
て
は
い
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
寛
政
の
改
革
を
機
に
大
衆
や
教
訓
を
意
識
す
る
作
品

を
生
み
出
す
中
で
、
化
物
見
立
て
と
い
う
趣
向
は
当
時
流
行
し
て
い
た
心
学

と
結
び
つ
い
た
。
日
常
に
お
け
る
平
易
な
教
訓
を
滑
稽
に
伝
え
る
た
め
に
多

種
多
様
な
人
間
の
気
質
を
化
物
に
見
立
て
る
こ
と
が
行
わ
れ
、
人
間
の
気
質

の
化
物
化
が
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
お
わ
り
に

本
論
文
で
は
、
化
物
尽
く
し
の
黄
表
紙
に
み
ら
れ
る
人
間
の
化
物
化
に
つ

い
て
、
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
き
た
。
対
象
と
し
た
十

七
作
品
に
見
ら
れ
た
人
間
の
化
物
化
を
「
変
化
」「
退
治
」「
知
恵
・
技
術
」

「
気
質
」「
勘
違
い
」
の
五
種
類
に
分
類
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
の
化
物
化

が
大
ま
か
な
流
れ
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
た
。
ま
た
鬼
が
登
場
す
る

黄
表
紙
十
四
点
を
取
り
上
げ
、
差
異
を
考
察
し
た
と
こ
ろ
、
①
人
間
生
活
を

化
物
の
視
点
を
通
す
こ
と
で
人
間
の
化
物
化
は
生
じ
る
こ
と
、
②
登
場
す
る

化
物
の
種
類
と
比
例
す
る
と
い
う
人
間
の
化
物
化
の
根
本
的
な
部
分
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
「
変
化
」「
退
治
」
↓
化
物
化
の
多
様
化
↓

「
気
質
」
の
化
物
見
立
て
の
増
加
と
い
う
流
れ
は
大
通
の
流
行
廃
り
・
寛
政

の
改
革
（
出
版
統
制
）
の
二
つ
の
影
響
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
仮
説
を

化
物
尽
く
し
の
黄
表
紙
に
み
ら
れ
る
�
人
間
の
化
物
化
�
に
つ
い
て

一
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た
て
考
察
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
化
物
た
ち
が
人
間
世
界
に
進
出
す
る
こ
と

で
始
ま
っ
た
人
間
の
化
物
化
は
、
現
実
世
界
の
流
行
や
制
約
に
大
き
く
影
響

を
受
け
る
中
、
黄
表
紙
の
画
と
文
両
方
を
備
え
る
特
徴
を
利
用
し
、
滑
稽
で

わ
か
り
や
す
く
よ
り
幅
広
い
人
に
届
く
よ
う
に
商
品
価
値
を
上
げ
る
た
め
に

変
化
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

注（
１
）
ア
ダ
ム
・
カ
バ
ッ
ト
『
江
戸
化
物
の
研
究

草
双
紙
に
描
か
れ
た

創
作
化
物
の
誕
生
と
展
開
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
年
、p.42

。

（
２
）
前
掲
注
（
１
）

（
３
）
野
口
武
彦
『
江
戸
百
鬼
夜
行
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
五
年
。

（
４
）
香
川
雅
信
『
江
戸
の
妖
怪
革
命
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
五

年
。

（
５
）
ア
ダ
ム
・
カ
バ
ッ
ト
『
も
も
ん
が
あ
対
見
越
入
道

江
戸
の
化
物

た
ち
』
講
談
社
、
二
〇
〇
六
年
。

（
６
）
門
脇
大
「
江
戸
の
見
立
化
物
│
『
古
今
妖
物
狐
心
学
』、
心
学
の

化
物
」（『
怪
異
・
妖
怪
文
化
の
伝
統
と
創
造
│
ウ
チ
と
ソ
ト
の
視
点

か
ら
』
４５
、
二
〇
一
五
年
、p.175-189

）

（
７
）
前
掲
注
（
１
）、pp.132-146

（
８
）
棚
橋
正
博
『
黄
表
紙
総
覧
』
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
六
│
二
〇
〇

四
年
。

（
９
）
蘭
藍
沐
訳
『
化
物
箱
根
の
先
（
珍
獣
の
館
文
庫
）K

indle

版
』、

二
〇
二
〇
年
。

（
１０
）
幸
堂
得
知
校
訂
『
黄
表
紙
百
種
』
博
文
館
、
一
九
〇
九
年
、
国
立

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

（
１１
）
山
東
京
傳
全
集
編
集
委
員
会
編
『
山
東
京
伝
全
集
』
第
三
巻
、
ぺ

り
か
ん
社
、
二
〇
〇
一
年
。

（
１２
）
清
田
啓
子
「
翻
刻

曲
亭
馬
琴
の
黄
表
紙
（
２
）」（『
駒
沢
短
期

大
学
研
究
紀
要
』
四
号
、
一
九
七
六
年
、pp.19-81

）。

（
１３
）
山
東
京
傳
全
集
編
集
委
員
会
編
『
山
東
京
伝
全
集
』
第
四
巻
、
ぺ

り
か
ん
社
、
二
〇
〇
五
年
。

（
１４
）
山
東
京
傳
全
集
編
集
委
員
会
編
『
山
東
京
伝
全
集
』
第
五
巻
、
ぺ

り
か
ん
社
、
二
〇
〇
九
年
。

（
１５
）
対
象
と
し
た
十
七
作
品
全
て
に
人
間
の
化
物
化
が
見
ら
れ
た
訳
で

は
な
い
。「
人
間
に
か
な
わ
ぬ
化
物
」
の
趣
向
が
含
ま
れ
る
作
品
は
、

従
来
の
黒
本
青
本
の
化
物
退
治
に
近
い
①
力
技
の
化
物
退
治
（『
御

家
髭
松
明
』『
化
物
夜
更
顔
見
世
』『
腹
皷
臍
噺
曲
』）、
力
技
で
は
な

く
人
間
の
化
物
化
が
み
ら
れ
る
②
人
間
の
方
が
化
物
（『
化
物
箱
根

先
』『
大
強
化
羅
敷
』『
怪
物
昼
寝
鼾
』『
作
意
妖
恐
懼
感
心
』『
嘘
無

箱
根
先
』『
怪
物
徒
然
草
』『
怪
席
料
理
献
立
』『
化
物
大
閉
口
』）、

明
確
な
人
間
の
化
物
化
は
な
い
が
力
技
で
も
な
く
③
大
通
に
か
な
わ

な
い
（『
怪
談
豆
人
形
』『
化
物
鼻
が
挫
』）
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
１６
）
前
掲
注
（
８
）

（
１７
）
荒
川
真
一
「〈
翻
・
複
〉〈
資
料
紹
介
〉
草
双
紙
に
お
け
る
酒
呑

童
子
説
話
の
利
用
│
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
所
蔵
『
光
明

一
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千
矢
前
』・
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
鬼
子
宝
』
翻
刻
と
紹
介
」

（『
語
文
（
日
本
大
学
）』
一
六
一
巻
、
二
〇
一
八
年
、pp.47-82

）。

（
１８
）
前
掲
注
（
１０
）

（
１９
）
植
木
智
広
「
黄
表
紙
『
気
散
夢
物
語
』
翻
刻
と
注
釈
」（『
澁
谷
近

世
』
一
七
巻
、
二
〇
一
一
年
、pp.104-131

）。

（
２０
）
前
掲
注
（
１７
）

（
２１
）
鈴
木
俊
幸
編
『
唐
来
三
和
（
シ
リ
ー
ズ
江
戸
戯
作
）』
桜
楓
社
、

一
九
八
九
年
。

（
２２
）
前
掲
注
（
１
）、p.180

（
２３
）
ア
ダ
ム
・
カ
バ
ッ
ト
は
前
掲
注
（
１
）
で
「
面
白
い
の
は
、
黒
本

青
本
の
な
か
に
は
こ
の
よ
う
な
逃
げ
る
化
物
の
絵
柄
が
見
当
た
ら
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
（p.161

）。

（
２４
）
中
野
三
敏
『
戯
作
研
究
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
。「『
通
』

の
発
生
」
を
参
考
に
し
た
。

（
２５
）
水
野
稔
「
通
意
識
の
生
成
と
展
開
」（『
国
文
学：
解
釈
と
鑑
賞
』

２６
（
１
）、
一
九
六
一
年
、p.103

。

（
２６
）
園
田
豊
「
黄
表
紙
の
「
大
通
」：

そ
の
作
品
と
用
例
」（『
語
文
研

究
（
１３０
・
１３１
）』、
二
〇
二
一
年
、pp.213-225

）
を
参
考
に
、
筆
者

が
グ
ラ
フ
化
し
た
。

（
２７
）
佐
藤
至
子
『
江
戸
の
出
版
統
制：

弾
圧
に
翻
弄
さ
れ
た
戯
作
者
た

ち
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
。

（
２８
）
佐
藤
至
子
『
山
東
京
伝
│
滑
稽
洒
落
第
一
の
作
者
│
』
ミ
ネ
ル
ヴ

ァ
書
房
、
二
〇
〇
九
年
。

（
２９
）
前
掲
注
（
２７
）

（
３０
）
鈴
木
俊
幸
『
江
戸
の
読
書
熱

自
学
す
る
読
者
と
書
籍
流
通
』
平

凡
社
、
二
〇
〇
七
年
。

（
３１
）
前
掲
注
（
１３
）

（
３２
）
前
掲
注
（
１４
）

（
３３
）
棚
橋
正
博
『
山
東
京
伝
の
黄
表
紙
を
読
む

江
戸
の
経
済
と
社
会

風
俗
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
。

（
３４
）
前
掲
注
（
６
）

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

・
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
「A

R
C

古
典
籍
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」

http://w
w
w
.dh-jac.net/db

1/books/search_postgr.php

・
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

https://dl.ndl.go.jp/（
い
け
だ
・
さ
お
り

二
〇
二
一
年
度
本
学
卒
業
生
）

化
物
尽
く
し
の
黄
表
紙
に
み
ら
れ
る
�
人
間
の
化
物
化
�
に
つ
い
て
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